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日
本
政
府
は
、
一
九
六
八
年
以
降
「
核
兵
器
を
持
た
な
い
、
作
ら
な

い
、
持
ち
込
ま
せ
な
い
」
と
い
う
「
非
核
三
原
則
」
を
「
国
是
」
と
し

て
き
た
。

　

し
か
し
、
一
九
六
〇
年
の
日
米
安
全
保
障
条
約
改
定
時
に
合
意
さ
れ

た
と
い
う
核
密
約
に
よ
っ
て
「
持
ち
込
ま
せ
な
い
」
の
原
則
は
、
空
洞

化
さ
れ
て
き
て
い
た
。
核
密
約
の
存
在
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
国
会
で
公

開
さ
れ
た
米
国
の
公
文
書
を
元
に
疑
問
の
余
地
の
な
い
形
で
明
ら
か
に

さ
れ
た
が
、
日
本
政
府
は
、
今
日
ま
で
そ
の
存
在
を
か
た
く
な
に
否
定

し
続
け
て
き
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
今
年
に
な
っ
て
四
人
の
歴
代
外
務
次
官
が
日
米
核
密
約

の
存
在
を
認
め「
文
書
の
形
で
歴
代
事
務
次
官
や
外
相
に
引
き
継
い
だ
」

と
証
言
し
、
そ
の
存
在
が
改
め
て
裏
付
け
ら
れ
大
き
な
政
治
問
題
に
な

っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
日
本
政
府
が
核
密
約
を
公
表
し
、
説
明
を
尽

く
し
、「
非
核
三
原
則
」
を
実
行
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　　

一
九
九
七
年
に
議
決
さ
れ
た
京
都
議
定
書
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
に

つ
い
て
、
基
準
年
を
一
九
九
〇
年
と
し
て
各
国
別
に
削
減
率
を
定
め
、

先
進
国
全
体
の
合
計
排
出
量
を
少
な
く
と
も
五
％
削
減
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
た
。
し
か
し
、
日
本
は
こ
れ
ま
で
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削

減
目
標
を
達
成
す
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
基
準
年
に
対
し
て
上
回
っ
て
き

た
。

　

民
主
党
の
鳩
山
代
表
は
、
首
相
指
名
後
の
九
月
二
十
七
日
に
開
か
れ

る
国
連
気
候
変
動
サ
ミ
ッ
ト
で
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス

を
二
十
五
％
削
減
す
る
中
期
削
減
目
標
を
日
本
の
新
た
な
目
標
と
し
て

世
界
に
宣
言
す
る
考
え
を
表
明
し
た
。

　

一
方
、
財
界
か
ら
は
、
「
削
減
目
標
二
十
五
％
は
産
業
界
か
ら
言
っ

て
荒
唐
無
稽
。
国
際
公
約
に
し
て
し
ま
っ
た
ら
お
し
ま
い
だ
。
国
益
に

反
す
る
」
な
ど
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
政
府
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
中
期
削
減
目
標
を
設
定
す
る
と

と
も
に
、
最
大
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
源
で
あ
る
産
業
界
に
対
し
実

効
力
の
あ
る
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
「
二
十
五
％
削

減
」
の
具
体
化
と
実
行
に
は
、産
業
界
の
激
し
い
抵
抗
が
予
想
さ
れ
る
。

国
内
の
環
境
意
識
の
高
ま
り
か
ら
も
、
国
際
的
な
責
任
を
果
た
す
点
か

ら
も
、
政
府
に
は
産
業
界
へ
の
強
い
指
導
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
て
、
地
球
温
暖
化
を
く
い
と
め

る
国
際
的
な
責
任
を
果
た
す
よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

自
由
貿
易
協
定
と
は
、
協
定
を
結
ん
だ
国
を
対
象
と
し
て
、
原
則
十

年
以
内
の
関
税
の
引
き
下
げ
や
撤
廃
な
ど
で
優
遇
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

こ
の
協
定
に
よ
っ
て
米
国
の
安
い
農
産
物
が
日
本
の
市
場
に
流
入
す
れ

ば
、
米
や
牛
肉
な
ど
の
価
格
の
暴
落
は
避
け
ら
れ
ず
、
農
業
に
壊
滅
的

な
打
撃
を
与
え
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。

　

自
由
貿
易
協
定
の
早
期
締
結
を
求
め
て
い
る
の
は
、
米
国
の
巨
大
農

業
資
本
と
日
本
の
大
企
業
で
あ
る
。
米
駐
日
経
済
担
当
公
使
が
Ｆ
Ｔ
Ａ

交
渉
に
つ
い
て
「
農
業
を
含
ま
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
発
言
す

る
よ
う
に
、
米
側
は
日
本
の
農
産
物
市
場
の
開
放
を
求
め
て
い
る
。
日

本
企
業
は
、
農
産
物
市
場
の
明
け
渡
し
と
引
き
換
え
に
、
工
業
製
品
の

輸
出
に
お
け
る
関
税
引
き
下
げ
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し
た
い
と
い
う
背

景
が
あ
る
。

　

今
、
日
本
の
農
業
は
深
刻
な
状
況
で
、
農
業
経
営
の
危
機
が
あ
る
中

で
必
要
な
こ
と
は
、
安
心
し
て
農
業
に
励
め
る
よ
う
価
格
保
障
・
所
得

保
障
を
実
施
し
、
政
府
備
蓄
米
の
緊
急
買
い
入
れ
を
ル
ー
ル
ど
お
り
実

施
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
都
市
農
業
、
中
山
間
地
農
業
に
対
す
る

支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
後
継
者
確
保
の
た
め
の
新
規
就
農
者
へ

の
就
業
援
助
な
ど
、
農
業
を
し
た
い
と
願
う
す
べ
て
の
人
を
応
援
す
る

こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
、
毎
月
第
二
・
第
四
日
曜
日
に
市
役
所
前
の
広
場

で
朝
市
を
開
催
し
て
い
る
が
、
全
国
で
農
業
者
と
消
費
者
の
共
同
を
広

げ
、
「
食
の
安
全
」
と
地
域
農
業
の
再
生
を
目
指
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

七
月
二
十
九
日
付
の
日
本
農
業
新
聞
で
は
「
協
定
を
締
結
す
れ
ば
日

本
農
業
へ
の
打
撃
は
極
め
て
大
き
い
。
米
国
依
存
を
強
め
、
食
料
安
保

上
の
危
険
さ
え
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
今
年
八
月
十
二
日
、
東
京

都
内
で
開
か
れ
た
自
由
貿
易
協
定
の
断
固
阻
止
を
訴
え
る
国
民
集
会
に

は
約
三
千
人
が
結
集
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
広
範
な
農
業
従
事
者
の
批
判
が
高
ま
っ

て
い
る
中
、
関
税
や
輸
入
規
制
な
ど
国
境
措
置
を
維
持
し
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農

業
協
定
の
抜
本
的
見
直
し
を
要
求
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
農
業
・
食

料
な
ど
に
打
撃
を
与
え
る
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
締
結
し
な
い
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
て
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
締
結
し
な
い

よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　　

細
菌
性
髄
膜
炎
に
年
間
千
人
近
い
子
ど
も
が
感
染
し
、
二
十
〜
三
十

人
が
死
亡
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
感
染
し
、
治
療
が
遅
れ
れ

ば
知
的
障
害
や
手
足
の
麻
痺
な
ど
の
後
遺
症
が
残
り
、
重
症
に
な
る
と

命
に
も
か
か
わ
る
怖
い
病
気
で
あ
る
。
こ
の
細
菌
性
髄
膜
炎
の
原
因
に

な
る
細
菌
の
代
表
が
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
」（
ヒ
ブ
＝
Ｈ
ｉ
ｂ
）

と
「
肺
炎
球
菌
」
で
あ
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
が
導
入
さ
れ

て
、
二
〇
〇
八
年
に
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
を
含
め
使
用
さ
れ
て
い
る

国
は
百
十
カ
国
以
上
と
な
っ
た
。
定
期
接
種
に
つ
い
て
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の

推
奨
に
よ
り
二
〇
〇
三
年
に
は
九
十
四
カ
国
で
行
わ
れ
て
い
る
。
日
本

は
一
九
九
〇
年
代
か
ら
導
入
し
て
い
る
国
々
か
ら
遅
れ
る
こ
と
十
五
年
。

こ
の
間
救
え
た
で
あ
ろ
う
「
命
」
は
三
百
人
に
上
る
と
推
定
さ
れ
る
。

　

日
本
で
も
二
〇
〇
八
年
十
二
月
、
よ
う
や
く
ワ
ク
チ
ン
が
認
め
ら
れ

た
と
は
い
え
任
意
接
種
で
有
料
で
あ
る
。

　

基
本
的
に
は
四
回
接
種
で
三
万
円
ほ
ど
に
な
る
た
め
子
育
て
家
庭
に

は
大
き
な
負
担
と
な
る
。
子
ど
も
の
命
を
守
る
上
で
、
家
庭
の
財
政
状

況
に
よ
っ
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。

　
（
５
面
へ
続
く
）

　

第
四
回
（
十
二
月
）
定
例
会
で
、

審
査
を
す
る
た
め
の
請
願
・
陳
情
は

十
一
月
十
七
日
（
火
）
ま
で
に
議
会

事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

請願・陳情の

提出について

　

月　

日　
　

本
会
議
（
提
案
説
明
）

１１

２６

（木）

　
　
　

日　
　

本
会
議
（
総
括
質
疑
）

２７

（金）

　

月
３
日　
　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

１２

（木）

　
　

４
日　
　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

（金）

　
　

７
日　
　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

（月）

　
　

９
日　
　

企
画
総
務
常
任
委
員
会

（水）

　
　
　
　
　
　

保
健
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　

日　
　

教
育
市
民
常
任
委
員
会

１０

（木）

　
　
　
　
　
　

都
市
環
境
常
任
委
員
会

　
　
　

日　
　

基
地
対
策
特
別
委
員
会

１１

（金）

　
　
　

日　
　

総
合
計
画
特
別
委
員
会

１５

（火）

　
　
　

日　
　

議
会
運
営
委
員
会

１６

（水）

　
　
　

日　
　

本
会
議
（
討
論
・
採
決
）

１８

（金）

第
４
回
定
例
会
の
開
催
予
定

・お問い合わせ　議会事務局　� ２５２－８８７２（直通）

・市のホームページでも、市議会情報を提供しています。
　アドレス　http://www.city.zama.kanagawa.jp/

　

議
会
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
多
く
の
皆
様
の
傍

聴
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
役
所
七
階
の
議
場
入
口
正
面
で
受
付
を
し
て
い
ま
す
（
各

委
員
会
の
傍
聴
は
、
六
階
の
議
会
事
務
局
へ
お
申
し
出
く
だ
さ

い
）
。

　

な
お
、
本
会
議
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
一
階
市
民
サ
ロ
ン
の

モ
ニ
タ
ー
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

議会を傍聴しましょう

地
球
温
暖
化
を
く
い
と
め
る
国
際
的
な
責
任
を
果
た
す
よ
う
政
府

に
強
く
求
め
る
意
見
書

日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由
貿
易
協
定
）
を
締
結
し
な
い
よ
う
政
府
に

強
く
求
め
る
意
見
書

国
の
責
任
に
よ
る
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
を
求
め
る
意
見
書

決決

議議

・・

意意

見見

書書

８
・
４
・
藤
沢
市
議
会
議
員
行
政

視
察
来
庁

　
　

５
・
基
地
対
策
特
別
委
員
会

要
請
行
動
…
防
衛
省
・

南
関
東
防
衛
局

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

２１

　
　
　

・
第
三
回
定
例
会
本
会
議

２８

９
・
３
・
第
三
回
定
例
会
本
会
議

　
　

４
・
第
三
回
定
例
会
本
会
議

　
　

７
・
第
三
回
定
例
会
本
会
議

　
　

９
・
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　

・
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　

・
市
民
経
済
常
任
委
員
会

１０

　
　
　

・
建
設
水
道
常
任
委
員
会

　
　
　

・
基
地
対
策
特
別
委
員
会

１４

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

１６

　
　
　

・
第
三
回
定
例
会
本
会
議

２４

　

・
２
・
高
座
清
掃
施
設
組
合
第

１０
　
　
　
　

二
回
臨
時
会

　
　

７
・
全
国
都
市
問
題
会
議
…

熊
本
県
熊
本
市（
〜
９
）

　
　
　

・
市
政
ク
ラ
ブ
行
政
視
察
…

熊
本
県
熊
本
市（
〜
９
）

議
会
日
誌

議
会
日
誌

　
　
　

・
政
和
会
行
政
視
察
…
鹿

１３

児
島
県
霧
島
市
・
南
九

州
市
・
鹿
児
島
市
（
〜

　

）
１５

　
　
　

・
公
明
党
行
政
視
察
…
大

１４

分
県
大
分
市
・
長
崎
県

長
崎
市
（
〜　

）
１６

　
　
　

・
神
奈
川
県
市
議
会
議
長

１６

会
定
例
会
・
正
副
議
長

研
修
会
…
三
浦
市

　
　
　

・
第
四
次
座
間
市
総
合
計

２０

画
特
別
委
員
会

　
　
　

・
市
民
連
合
行
政
視
察
…

２１

山
形
県
最
上
町
・
福
島

県
須
賀
川
市
（
〜　

）
２２

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

２７

会

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

２９

　

・
５
・
第
二
回
臨
時
会
本
会
議

１１
　
　

６
・
第
二
回
臨
時
会
本
会
議

　
　
　

・
企
画
総
務
常
任
委
員
会

１０

　
　
　
　

保
健
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　

・
教
育
市
民
常
任
委
員
会

１１

　
　
　
　

都
市
環
境
常
任
委
員
会

　
　
　

・
企
画
総
務
常
任
委
員
会

１３

　
　
　
　

保
健
福
祉
常
任
委
員
会

▽　

八
月
二
十
八
日　

開
会
、
会

期
決
定
、会
議
録
署
名
議
員
指
名
、

議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・

委
員
会
付
託
省
略
・
討
論
・
採
決
、

議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
総
括
質

疑
・
委
員
会
付
託
、
請
願
及
び
陳

情
上
程
・
委
員
会
付
託
、
報
告
・

質
疑

▽　

九
月
三
日
、四
日
、七
日　

一

般
質
問

▽　

九
月
二
十
四
日　

委
員
会
審

査
報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
、

継
続
審
査
案
件
上
程
、
基
地
対
策

特
別
委
員
会
中
間
報
告
、
追
加
議

案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委

員
会
付
託
省
略
・
討
論
・
採
決
、

追
加
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質

疑
・
委
員
会
付
託
省
略
・
討
論
・

採
決
、
追
加
議
案
上
程
（
提
案
説

明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
・
討
論

省
略
）
・
採
決
、
正
副
議
長
の
選

挙
、
常
任
委
員
会
委
員
・
議
会
運

営
委
員
会
委
員
・
特
別
委
員
会
委

本本
会会
議議
のの
概概
要要

員
の
選
任
、
高
座
清
掃
施
設
組
合

議
会
議
員
・
広
域
大
和
斎
場
組
合

議
会
議
員
の
選
挙
、
監
査
委
員
の

選
任
、農
業
委
員
会
委
員
の
選
任
、

閉
会

　

な
お
、
総
括
質
疑
と
討
論
は
、

次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

総
括
質
疑 
（
八
月
二
十
八
日
）

　

長
谷
川
光
（
政
和
会
）
、
池
田

徳
晴
（
市
政
ク
ラ
ブ
）
、
中
澤
邦

雄
（
日
本
共
産
党
）
、
牧
嶋
と
よ

子
（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）
、
竹
市
信

司
（
民
主
・
市
民
連
合
）
、
安
斉

昭
雄（
明
政
会
）、
稲
垣
敏
治
（
公

明
党
）

▽　

委
員
長
報
告
に
対
す
る
質
疑

（
九
月
二
十
四
日
）

　

飛
田
昭
（
市
政
ク
ラ
ブ
）
、
沖

永
明
久
（
民
主
・
市
民
連
合
）

　

討
論
（
九
月
二
十
四
日
）

　

竹
市
信
司（
民
主
・
市
民
連
合
）、

伊
藤
正
（
政
和
会
）
、
中
澤
邦
雄

（
日
本
共
産
党
）
、
飛
田
昭
（
市

政
ク
ラ
ブ
）
、
安
斉
昭
雄
（
明
政

会
）
、
牧
嶋
と
よ
子
（
神
奈
川
ネ

ッ
ト
）
、
稲
垣
敏
治
（
公
明
党
）

　

九
月
定
例
会
各
常
任
委
員
会
で

審
査
し
た
請
願
及
び
陳
情
は
、
次

の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

　

◎　

採　
　
　

択

　

請
願
第
２
号　

義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
存
続
及
び
教
職
員
定

数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
を
求
め

る
請
願

　

陳
情
第　

号　

核
兵
器
の
廃
絶

２１

と
恒
久
平
和
の
実
現
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

請
願
・
陳
情
の
結
果

請
願
・
陳
情
の
結
果

　

◎　

不　

採　

択

　

陳
情
第　

号　

生
活
保
護
世
帯

１７

の
水
道
基
本
料
金
減
免
制
度
復
活

に
つ
い
て
の
陳
情

　

陳
情
第　

号　

国
と
神
奈
川
県

１８

に
私
学
助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

「
保
険
で
よ
い

１９

歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め
る
意
見

書
」
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
求

め
る
陳
情

　

◎　

継
続
審
査

　

陳
情
第　

号　

座
間
市
議
会
議

２０

場
に
国
旗
掲
揚
を
求
め
る
陳
情

核
密
約
を
公
表
し
「
非
核
三
原
則
」
の
実
行
を
強
く
求
め
る
意
見
書


